カラテオドリー測度双曲性と標準束の正値性の数値的比較 by 菊田 伸
Numerical comparisons between Caratheodory








学 位 の 種 類






義 晶 描 ､
博 士 (理 学)







(主査) 教 授 板 東 重 稔
教 授 宮 岡 礼 子
准教授 清 水 悟








































































































定理7:Jja∂logv吉 は X ＼Zero(vi)上で狭義正値である.
このときRichbergの正則化により,Xが強caratheodory測度双曲的ならば,コンパクトなXの標準束Kx
は豊富になる.しかしこの証明は数値的な関係を導いていない.ここで,豊富性の数値的判定方法はNakai-
Moishezon-Kleimanによると,d,0なる既約閉なZとの交点数(KS･Z)が全て正になることである.そ
こで(1)と(3)を合わせることで,強caratheodory測度双曲性と標準束の豊富性との数値的な比較が出来る:
定理8:コンパクトなxに対して,Xが強caratheodory測度双曲的であるとする.このときd>0なる既
約閉なZに対して,(KfJ)≧欝 P-PcEZ(Z)が成り立-･
(5)以上まではコンパクトなx上の標準束についてのみ考察をしてきたが,余接束rx,更に一般にそのd
次外積束 E2空の正値性に対しても,これまでと同様の数値的な比較が可能であるかどうかという問題は極
めて自然である.この場合,それらの正値性はAdⅨ の射影化東上に自然に定まる線束O｡(1)の対応する
正値性によって定義される.今の状況では,XのCaratheodory測度双曲性を測るCaratheodory計量という
複素Fhsler計量が AdⅨ 上に自然に入る.この計量から誘導される0｡(1)上の特異Hemite計量を用いる
ことで,H.Kratz氏はXが強caratheodory測度双曲的ならば,rxがネフという正値性を持つことを示し
た.しかし,その証明も数値的な比較を行っていない.そこで,我々はKratz氏の主張の次の様な数値的版
を示した:
定理9:コンパクトなxに対して,Xが強caratheodory測度双曲的であるとする.このとき任意の既約閉
なZに対して,(od(1)d･2)≧d!(d+1)a(42T)aFLl!.Z～(Z)が従う･ここでZはZから自然に誘導されるAdTXの
射影化束内の部分多様体である.
この証明もvJCyIZの曲率が-1以下である事実に帰着する･その曲率の不等式は(1),(3)と同じ方法で示
せるが,Eyssidieux-Guedj-Zeriahiによって展開された複素Monge-Am pere方程式の粘性劣解によるアプロー
チを適用しても,この不等式は証明出来る.
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論文審査の結果の要旨
複素多様体上には小林擬体積形式およびカラテオドリー擬体積形式が定義される｡擬体積形式が非自明
になる時､複素多様体はそれぞれ小林測度双曲多様体､カラテオドリー 測度双曲多様体であるといわれる｡
擬体積形式が非自明より強く､各点で正となるとき､それぞれ強小林測度双曲多様体､強力ラテオドリー
測度双曲多様体であるといわれる｡
小林一落合により､一般型の複素射影代数多様体は小林測度双曲多様体であることが知られている｡小
林は､逆に小林測度双曲的複素射影代数多様体は一般型であると予想した｡
菊田氏は小林測度双曲性の仮定を､より強いカラテオドリー 測度双曲性に置き換えれば予想が成り立っ
ことを示した｡
n次元コンパクト複素多様体Ⅹの直線束Lの体積vol(L)はLの多重テンソル積の切断の数の漸近挙
動により定義される｡
菊田氏は､標準束Kの体積vol(K)がⅩのカラテオドリー測度より下から評価される事を示した｡特
にカラテオドリー 測度双曲複素射影代数多様体は一般型となる｡
この結果は単に一般型を示すのではなく､Kの体積とカラテオドリー測度が数値的に比較可能である
ことを示している｡
菊田氏は､Ⅹの部分多様体に制限しても､やはり同様な数値的比較が可能であることを示した｡
ZをⅩのd次元部分多様体とする｡
Ⅹ上の直線束LのZへの制限体積は､Z上のLの多重テンソル積の切断のうちⅩ全体へ拡張可能な切
断の数の漸近挙動により定義される｡
菊田氏はZ上に新たな制限カラテオドリー 擬体積形式を導入し､Zが特殊な部分多様体でなければ､標
準束KによるZの制限体積は､制限カラテオドリー 測度より下から評価される事を示した｡
特にⅩが強力ラテオドリー 測度双曲的ならば､Kのd回テンソル積とZの交点数は､制限カラテオド
リー 測度より下から評価され､Kの豊富性が数値的に比較されることを示した｡
菊田氏は他に､微分形式のなすベクトル束の正値性に関する結果も得ている｡
測度双曲性の理論において､従来は定性的な性質を調べる事に重点がおかれていたが､菊田氏の研究に
より､より詳しく定量的な研究が可能である事が分かった｡
この結果は彼が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡し
たがって､菊田伸提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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